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日
本
語
弁
論
大
会

敏
愛
大
学
の
「
第
情
国
外
国

人
留
学
生
に
よ
る 

本
語
弁
論

大
会
」
を
拝
聴
し
ま
レ
た
。 

6

名
が
「
私
の
好
き
な
日
本
の
言

葉
」
の
弁
論
を
行
い
ま
し
た
。

B

包
永
生
(
中
国
〉
さ
ん
は
「
石

の
上
に
ち 
3
年
」
の
中
で
「
勝

ち
得
だ
仕
事
を
も
う
少
し
頑
張

る
中
で
仕
事
の
よ
い
と
こ
ろ
を

見
い
だ
せ
る
」
と
話
し
ま
し
だ
。

ダ
ン
テ
ィ
タ
オ
リ
(
ベ
ト
ナ

ム
〉
さ
ん
は
「
挨
拶
」
の
中
で

「
日
本
火
の
お
辞
儀
は
任
度
の

会
釈
、
支
度
の
普
通
礼
、
犯
度

の
最
敬
礼
が
あ
る
。
人
の
感
情

ち
分
か
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

呉
静
研
〈
中
国
〉
さ
ん
は
「
住

め
ば
都
、
一
期
一
会
」
の
中
で

「
千
葉
が
第
二
の
故
郷
、
一
期

一
会
の
言
葉
の
美
し
さ
、
日
本

人
の

ωの
細
や
か
な
気
配
り
が

感
じ
ら
れ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

ラ
イ
ボ 

リ
ン
ハ
カ
ン
ボ
ジ

ア
〉
さ
ん
は
「
出
会
い
」
の
中

で
「
一
一
沓
影
響
さ
れ
た
の
は
日

本
と
の
出
会
い
。
出
会
い
が
私

を
強
く
さ
せ
、
成
長
さ
せ
て
く

れ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

辞
虹
ハ
中
国
〉
さ
ん
は
「
あ

り
が
と
う
」
の
中
で
「
『
枕
草

子
』
で
は
珍
し
い
の
意
、
室
町

時
代
か
ら
感
謝
の
意
で
使
わ
れ

始
め
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

王
室
河
玉
ハ
中
国
〉
さ
ん
は
「
夏

の
風
物
詩 

芯
火
」
の
中
で
、

「
芯
火
は 
8
代
将
軍
徳
川
吉
宗

が
大
飢
鍾
と
コ
レ
ラ
で
出
た
死

者
の
鎮
魂
の
た
め
に
、
隅
田
川

l l

の
川
開
き
で
実
施
レ
た
大
会
に


始
ま
る
」
と
話
し
ま
し
た
。


最
後
に
本
校
の
弁
論
部
笹
木

未
来
さ
ん
が
県
大
会
で
最
優
秀

賞
に
輝
い
た
「
『
食
』
は
『
宝
』

の
一
つ
で
す
」
の
模
範
弁
論
を

行
い
ま
し
た
。
大
拍
手
。 

語
集
力
チ
ェ
ッ
ク

①
「
気
息
」
を
使
っ
た
正
レ
い
四

字
熟
語
ど
れ
か
。

気
息
奄
 々

気
患
炎
 々

気
息

延
々

②
次
の
ロ
ロ
に
入
る
適
当
な
ち
の

は 

の
ど
れ
か
。

ア
口
口
は
ず
れ
の
結
果
だ
つ
だ
。

イ
口
口
に
瀕
(
ひ
ん
〉
す
る
。

ウ
ロ
ロ
な
ふ
る
ま
い
。

エ
ロ
ロ
の
怪
盗
、
鼠
小
僧
。

希
代 

期
待 

危
殆 

奇
態

③
「
忌
樺
の
な
い
」
の
正
し
い
使

い
方
は
ど
れ
か
。

忌
樺
の
な
い
世
界
に
飛
び
出
す
。

忌
樺
の
な
い
ご
意
見
。

忌
樟
の
な
い
発
想
を
す
る
。

④
「
き
ち
ょ
う
め
ん
」
の
正
し
い

漢
字
は
次
の
ど
れ
か
。


貴
帳
面
白
記
帳
面 

凡
帳
面


⑤
「
欺
騎
」
の
正
し
い
読
み
は
。

け
つ
ま
ん 

ぎ
ま
ん 

さ
ま
ん

(
解
答
〉
① 

②
ア 

イ 

ウ 

工 

③ 

④ 

⑤ 
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